
第3回 市役所新庁舎建設に係る市民ワークショップ 当日の様子 

開催日時：令和元年12月 21日（土）午前 9時～正午 

場 所：島田市役所 会議棟 大会議室 

参 加 者：21名（うち高校生 1名） 

 

＜ワークショップ全体の目標＞ 

市民活動を中心にした新しい市役所の「日常」と「非日常」の風景をつくろう 

＜第 3回目のテーマ＞ 

「私たちにとって必要な市役所とまち」 

最終回の今回は、前回までに提案された13のアイデアに対して、本当に自分た

ちにとって必要な空間とは何かを考えました。また、市民活動スペースのある新

しい市役所がまちにとってどんな役割を果たすことが期待されるのか話し合い

ました。最後には、市民活動スペースができることで、まちに期待することや、

まちにとっての市役所の役割についてグループ発表を行いました。 

 

ファシリテーターの進行によりワークショップが開始されました。 

 
 

 

 



まずは、恒例となったグループ内で呼んでほしい名前、好きなこと、なぜ参加したのかなどを交

えて皆さんに自己紹介していきます。 

 
学びの時間では、テーマを「新しい市役所とまち」と題して、設計事務所、ファシリテーター

から、行政と民間でまちをつくる事例や、島田の駅前から市役所の南側までの状況などについ

て紹介がありました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ワーク１です。前回の13 出されたアイデアのうち、①～⑨の市民活動スペース、⑩～⑬の新し

い市役所について期待すること、心配なことを考えます。 

 
場所ごとに期待すること、ほんとにやれるのかな？など心配なことを付箋に書き出します。 

 
参加者の方からフラワーポットの差し入れがありました。 

会場が一気に明るくなり、楽しい会場になりました！ ありがとうございます。 

 



ワーク２では、つくるべき、あるといいな、あえてつくらなくても良いに分類していきます。 

 
意見の共有、付け足しを行います。 

 
選んだ理由もみんなで話し合いました。 



 

 
後半のワーク 3 では、選んだ市民活動スペースができることで、まちに期待することや、まち

にとっての市役所の役割を考えます。 

 
 

 

 



付箋に期待することや、市役所の役割を書き出します。 

 
意見はグループで共有し、意見をまとめグループの考えを発表しました。 

 
 

 

 

 



最後は恒例になった記念撮影です。皆さんお疲れさまでした。 

 
 

最後に 

今回のワークショップは終了しますが、プロジェクトは未来に向かって進ん

でいます。多様な人がいて、市民それぞれの居場所があるような市役所の空間や

環境づくりのため、ぜひ今回感じたことや思ったことを周りの人に話してくだ

さい。未来の島田市がよりよいまちになるために一緒に頑張りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜資料＞ 

皆さんがまとめてくれたワークシートをご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


